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《英語科》

質の高いコミュニケーション能力の育成 (2年次）

ーアクティブ・ラーニングを取り入れた授業実践を通して一

山本耕司＊ 上原明子＊浦崎多忠子＊大城毀＊＊

＊琉球大学教育学部附屈中学校 ＊＊琉球大学教育学部

I 主題設定の理由

1 社会的背景から

中央教育審議会の答申第 197号（平成28年 12月 21

日）は、次期学習指導要領の方向性の中に「主体的 ・対

話的で深い学び」の実現を挙げている。これから生き

るために必要な賓質 ・能力を育成するには、習得すべ

き知識の址を減らさずに、「どのように学ぶか」の学習

過程をアクテイプ ・ラーニングの視点で改善し、質の

高いものにすべきであるとしている。

また、各教科等の特質に応じた 「見方・考え方」を軸

として既に行っている学習活動をこの視点で改善して

いくこととし、「主体的 ・対話的で深い学び」は1つの

授業で全て実現するのではなく、単元や題材のまとま

りの中で実現すると述べている(!)。

また、英語科における「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けては、『外国語教育においては、質の簡い

学びに向けて、学びの過程を、相互に関連を図りつつ、

改善 ・充実を図ることが必要であり 、そのような過程

で外国語によるコミュニケーションを通じて、自分の

思いや考えが深まったり更新されたりすることを児童

生徒が認識し、自信を持つことができるような学習活

動を設けることが重要である』(2)とまとめられている。

2 これまでの研究から

木校英語科では、昨年度より「質の高いコミュニケ

ーション能力の育成ーアクティプ ・ラーニングを取り

入れた授業実践を通して一」というテーマで研究を進

めている。

研究の成果は、単元を貰くゴールの設定として Big

Questionと、 それと連動した Can・Doリストの取り組

みは、思考を深めていく上で効果的であった。アウト

プットをする時になって、突然、課題を投げかけるの

ではなく 、一時問毎にBigQuestionに向けて、足場づ

くりをし、問いに対する答えを常に思考し、時には他

者と対話しながら、さらに思考を深めていくことがで

きた。

課題としては、生徒の思考を促す効果のある課題の

設定について、さらに研究が必要であるという点であ

る。問いが難しすぎず、簡単すぎず、「考えたくなる」

状況や 「深く思考する必然性」をどう創っていくのか

を、実践を通して考えていく必要がある(3¥

そこで、今年度取り組む研究は、前年度の課題を踏

まえて、深く考えるための単元構想を含めた、アクテ

ィブ ・ラーニングの視点での授業改善を図り、本校英

語科の考える、質の祁いコミュニケーション能力の育

成を目指す。

n 本研究の目的
アクティプ ・ラーニングを取り人れた授業実践を通

して、質の裔いコミュニケーション能力の育成を図る

ことを目的とする。

m 目指す生徒像
内容のつながりを意識して、自分の考えや気持ちを、

場面や状況にふさわしい表現を用いて伝えることがで

きる生徒。

w 研究内容

1 研究計画

3年間の研究を以下のように計画している（表 1)。

研究 2年次の今年度は、前年度を踏まえての授業実践
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の改善及び学習評価の検討に重点を骰き、研究を進め

る。

表 1 3年間の研究計画

1 
・英語科における「思考力」の定義

年
• 「'質の邸いコミュニケーション能力」の定義

・アクティブ ・ラーニングを取り入れた授業実践
次

の検討

2 
・アクティプ ・ラーニングを取り入れた授業実践

年
の改善

・深く考えるための単元構想
次

・学習評価の検討

3 ・アクティプ・ラーニングを取り入れた授業実践
年 の充実

次 • 本研究のまとめ

2 アクティブ・ ラーニングを取り入れた授業実

践の改善

答申を受け、外国語教育では「外国語によるコミュ

ニケーションにおける見方 ・考え方」を働かせる学習

過程へ、生徒が次の4つのプロセスを経ることを重視

して改善することが求められている。(1)設定された

コミュニケーションの目的・場面・状況等の理解、(2)

目的に応じて情報や意見等を発信するまでの方向性の

決定とコミュニケーションの実施、 (3)対話的な学び

となる 目的達成のための具体的なコミュニケーション

の実施、 (4)言語面 ・内容面についての自分の学習の

まとめと振り返り。こうしたプロセスは、学んだこと

が意味づけられ、生徒が既存の知識や経験と新しく得

た知識を言語活動に活かし、思考カ ・判断カ ・表現力を

麻める契機となる。ひいては、木校英語科の考える「思

考力」が高まり、「質の沿iいコミュニケーション能力」

の育成につながると考える。以下は、木校英語科が取

り入れている、それぞれのプロセスにおける活動であ

る。

(1) 設定されたコミュニケーションの目的・場面・ 状

況等の理解

各単元の蒋入では、そのl札元の内容にまつわる事前

アンケート（図 1)を実施し、 生徒がどのような知識や

情報を持っているかを集計し、全員で共有をしている。

また、現実味のある質の森い課題設定に加えて、学習

活動の見通しを明らかにし、学習活動のゴールを鮮明

に描かせるために、「単元を貫いたゴールBigQuestion 

の設定」を行っている。実際の学習活動を展開してい

く際には、「Can-Do check sheet」を活用し、各弔元を

通しての木質的な問いや、何ができるようになるかな

どの毎時間の到達目標の設定 ・共有を行っている。

Pro.3事蔚アンケート

Class: No: 止皿豆

プログラム3では震史と·~↑が遷遺問題について話し合っています．

あなたの知っている範囲で．以下の貫問に否えなさい．

Tあなたの閾りで起こっている鼻近な讀墳問題は何ですか？ （

②あなたが行っている環墳汚染対●はありますか？あれば具体的に書いて下さい．

（ 

③附●中で行っているr3せい遍勤Jにおける渭揚について、あなたはどうmり組んでいますか？

（ ）  

④最も環墳汚染対●が遺んでいる国はどこだと患いますか？ （ 

S, What can you do to save the earth? _LOREOを使って、 4文以上●mなさい.)

図1 事前アンケート （中3 Pro印:am3)

(2) 目的に応じて情報や意見等を発信するまでの方向

性の決定とコミュニケーションの実施

「Let'stalk together」(2人 1組で手元に配られた

カードを使って Q&Aを行う活動）では、自分が答え

た後に必ず 1文を加えて返答させるようにしたり、相

手から梢報を引き出すような質問をさせたりしている。

また、生徒がその時点で持っている知識や情報を処理

して、新しい考えを生成していくためにマッヒ°ングを

させたり、論理的な炎文を書かせるために OREO

Writing (O:Opinion 意見、 R:Reason 狸由、

E:Explanation, Example説明、例など、 O:Opinion結

論）を取り入れている。

(3) 対話的な学びとなる目的達成のための具体的なコ

ミュニケーションの実施

単元末の自己表現活動に向けては、それぞれが占い

た成果物 (F害き）をおJiいに比較 ・検討し合う、ギャ

ラリーウォーク（列ごとやクラス全休などを見て回り、

付箋紙などに感想・コメントなどを記入し貼る）や、ヒ°

ア ・フィードバックシートを用いて、グループ内でア

ドバイスや良い点などについて述べ合う活動を取り人

れている。また、単元末においては、知識やスキルを状

況において使いこなすことを求める「パフォーマンス

テスト」を実施しているn 屯元を通して身に付けた（イ

ンプットした）内容について、既習事項と組み合わせ

て自分の言菓で表現（アウトプット）するという指群

の流れを常に意識し、課題を設定している。

(4) 言語面 ・内容面についての自分の学習のまとめと

振り返り
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振り返りは、自らの学びを意味づけたり、 価値づけ

たりして自就し、他者と共有したりしていくことにつ

ながる。振り返りの場面には大きく三つの意味がある。

つは、学習内容を確認する振り返り。二つは、学習内

容を現在や過去の学習内容と関連付けたり一般化した

りする振り返り。もう一つが、自己変容を自立する振

り返りである。これらについても、「Can-Docheck 

sheet」（図2)における、「Today'sChallenge」、「気づ

き＆発見＆学び」のコーナーに記入をさせることで、

自らの学ぶ姿を具現させている。

~ I Todays Can Do で←1 YeS!e心 yscholle呼
・・・・・・・・---・-・・--・-・・ — • • •一__j___一....1.. .......................................................... . 

·-~ で·tんだこ と ~I'll'.. ~ えたことや体験

11 Iク5て以1の文ズでBくこいがでさる （感J;)

出"yoo •匹 r叩 ,redth, 吟s)

T呵 sChol畑9' .f, な•:がでさる身i和 SR,って・・：たら・i,, I • 更づさ&I!具＆字IJ • 四屯S

図2 Can・Do check sheet (中3 Pro印・am3)

3 深く考えるための単元構想

深い学びの実現のために、それまでに学んだことや

各教科等で身に付けた知識や技能を発揮 ・活用する学

習楊而を頻繁に生み出す必要がある。

既習事項を巻き込んで新出事項の典型的な使用場面

や働きを生徒に提示し、経験させていく（インプット）。

そして、新出の語梨・文法事項の学習は、使用場面やそ

の働きを実際に体験しながら習得するため、英語で、意

思疎通ができる範囲を徐々に広げていく（アウトプッ

ト）ような授業実践を目指す。

田中 (2017)は、「深い学び」を成立させるためには、

①課迎設定、②思考、③メタ認知、④対話、⑤賓料活

用、 ⑥考察、⑦表現、⑧評価という 8つの段階からなる

課題解決の認知フロセスをたどつで学習を進めていく

ことが大切と述べている叫

木校英語科では、先に述べたアクテイプ ・ラーニン

グを取り入れた授業実践の改善に加え、前研究から引

き続き、知識構成型ジグソー法を取り入れた授業実践

を行っている。ジグソー法の授業においては、上記の

①から⑧のいくつかの項目を網羅できるような活動が

含まれている。教師は、生徒の既習の知識と閉連付け

ながら新たな学習課題を設定（①)し、複数の狩料を比

較 ・検討したり 、友達の思考と自分の思考を比較して

より深い思考をn指すことを促す（②⑤）。対話を活性

化させるために、時間制限を加えたり 、対話と発表方

法の手順を示す（④)。また、課題解決の結果の発表に

あたっては、 理由や根拠をつけて話すなどのポイント

を意識させながら、内容の練り上げ、 推敲に取り組ま

せる（⑦)。そして、単元や授業の振り返りでは、学習

した言語材料の使用できる場面や働き、題材や言語活

動での発見を生徒自身が整理・ m化する機会を設ける

（麟）。

このよ うにして、効果的な場面や教材を、生徒の実

態に合わせ、工夫改蒋し取り入れている。ジグソー法

を取り入れた授業実践については、後述の各学年の授

業実践を参照していただきたい。

4 学習評価

濱質・能力」を育成する上で一つの鍵となるのは、

「何が身についたか」を確認するために学習評価の充

実を図ることである。そこで、本校英語科では、資質・

能力のバランスのとれた学習評価を行っていくために、

パフォーマンス評価を取り入れ、ペーパーテス トの結

果にとどまらない、多面的 ・多角的な評価を行ってい

る。なお、パフォーマンス課題の作成においては、 西岡

(2016)が述べている、①適した題材を設定する（深く

理解してほしい捐要な目標を扱う単元を選定すること

が大切）、② 「本例的な問い」を明確にする（「どのよう

に門けば／話し合えばよいのか」その単元の「本質的

な問い」を探求させることによって、教科の中核に位

置するような「原則や一般化」についての「永続的理

解」を身に付けさせることができると考えられる）、③

課題のシナリオを作る（パフォーマンステストの目的、

生徒が担う役割、パフォーマンスの相手、状況、生み出

すべき作品、評価の観点といった要素を織り込む）、④

指導と学習括動を樅想する（指導．に当たっては、単元

末のまとめの課題としてパフォーマンス課題を位四付

けたうえで、その課題に対応できる力を身に付けさせ

るための指禅や学習活動を構想していくことが重要で

ある）の4点のポイントを参考にし、考案している。以

下は3学年が 7月に行った内容(Writing)である（固

3)。

Pro.3のBIGQuestionに笞たとう！

校の國檀試順で。『1!!化する環潰繍蠣を防ぐために、学校でどのような政り組みがでeるか』に
いて述ぺることになりました．今すでに取り組んでいることや、今すぐにでも取り組んでいけるよう

ことを例に出し、「あなたのやっている（できる）環墳汚榮対鑽Jについての英文を書きなさい．

!(OREOを伎って、 5文以上］

図3「5Rsto Save the E紅 th」（中3 Pro印・am3)

① （題材） What can you do at school? (地球環境を守

るために）
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② （本質的な問い） 学んだ表現を使って、考えたこ

とや体験を 5文以上の英文で再くことができる。

(OREOを使って、自分の意見を英語で論理的にt:;

くことができる）

③ （課題のシナリオ）謀校入試の而接において、今

すぐにでも取 り組んでいけるようなことを例に出し、

環境汚染対策を 5文以上書く 。

上記内容については、事前に生徒に提示して、教

師 と生徒で共有を行っている。

v 授業実践

1 1学年 実践事例

自分たちが住む地域の魅力についての惜報をわかり

やすく伝える工夫を考え発信させるという授業実践を

試みた。

(1) 主題 Pro印:am7 

The Wonde1ful Ocean 

(SUNSHINE ENGLISH COURSE 1 開隆齢

(2) 目標

ホェールウォッチングの魅力をALTにスキット発

表を辿して伝えることを目標とし、単元計画を立てた

（表 2)。

表2 単元計画

単元を貫くゴールBigQuestion 

「沖縄の冬の海の魅力を伝えよう ！」

学習内容

第1 シャチウォッチングでの会話から、シャチやイ

~6時 ルカの生態や表現を学習する。

第 7時 事前活動：クジラについての説明①及びエキス

（前時） バート活動：エキスパート活動でクジラについ

ての情報を得る。

第8時 ジグソー活動～クロストーク

（本時） クジラについての情報を整理し、わかりやすく

伝える工夫を加えて表現する。

第9 スキットを作成発表しホェールウォッチング

~10時 の魅力をALTに伝える。

（次時） 事後活動：クジラについての説明②

(3) 本実践の目的

相手に地域の魅力を伝える土台となる表現能力の育

成が本実践目的である。グループで協力して沖縄で見

ることができるクジラについての情報を賂理し、 If胆lき

手にわかりやすいように工夫して伝えることができる

ように知識構成型ジグソー法を活用 した。

メインの課題

沖縄のクジラについて相手にわかりやすく伝えよう。

期待する解は次の通りである。

期待する解：

Whales紅 eve1y big. They紅 eabout 13m long. They 

eat 4t plankton eve1y day. They come to Okinawa ii1 

winter, from December toAp叫 （地図などを見せながら）

They come丘omSiberia. They raise thei.t・ babies in 

0知rnwanSea. 

期待する解のAの要索

・相手が理解できるような表現を用いて、必要があれば絵や図を

用いて説明しようとする。

• 相手が理解しやすいように伝える順序を構成している。

情報を相手がわかりやすいように伝えるという意識

を持たせることで、学年が上がっても常に工夫して英

語で表現することができる よう にと考え本実践を行っ

た。

(4) 実践内容

① Big Question 

屯元を貫くゴールとしての BigQuestion「沖縄の冬

の海の魅力を伝えよう ！」を設定し、まずはクジラに

ついての情報を集め、仲間と話し合い思考しながら、

それらの情報をわかりやすく伝えるために知識構成型

ジグソー法による学習を 2時間配当した。その後、そ

こで学んだことを生かしてホェールウォッチングの魅

力を ALTに伝えるスキットをグループで作成発表さ

せた。

② エキスパート活動

エキスパート活動では、各グループに鯨に関する 3

つの質間カー ドと答えのカードをバラバラの状態で配

布する。エキスパート活動では、質間のカー ドとその

答えのマッチングを行うことを通してクジラについて

の情報を収集させた。その後、カードから得られた惰

報を他のグループに伝える際にわかりやすく伝える丁

夫についても考えさせた。エキスパー ト斑料は次の通

りである。

〈エキスバートA〉

鯨の体長、直さ、鯨が沖縄に来る時期についての英文。

鯨の大きさなどを伝える時にできる工夫について話し合う。

〈エキスパー トB)

鯨がどこから来るか、鯨が沖縄に来る季節、沖縄周辺で鯨が

何をしているかについての英文c 鯨がどこから来るかを伝え
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る時にできる工夫について話し合う。

〈エキスバート C)

鯨のえさ、食べる我、沖縄周辺にいる時のえさを食べる批に

ついての英文。鯨の情報を伝える時に加えることができるこ

とがあるか話し合う。

エキスパー ト資料の作成においては、期待する解の

Aの要素に気づく課姐を与えるようにした。

③ ジグソー活動

ジグソー活動では、エキスパート活動のグループと

は違うメンバーで、グループを描成する。エキスパー

ト活動で確認した情報を共有する時にもエキスパー ト

活動で考えた工夫点を使って発表させた。各エキスパ

ートの情報から伝えたい内容を選び、構成を考え、エ

夫を加えて発表する純習をさせた。

④ クロストーク

クロストークにおいて、全グループを全員の前で発

表させるのではなく、 2グループがペアグループとな

って一斉にお互いが発表するという形をとり、 2グル

ープのみが全員の前で発表した。また、発表を聞いて

学んだことや発表をした感想をワークシートにまとめ

させた。

(5) 実践の考察

① 授業前後の変容 （ワークシートから）

知識構成型ジグソー法の授業前後のクジラについて

の説明を、ワークシートの記述をもとに比較する。以

下は、3名の生徒の変容である（表 3)。

表3 原稿（授業前後）

生 授業前後の生徒の記述（原文ママ）下線は授業者
徒

【事前】
W11ales come丘omZamami. 
Whales is so big! 

<•Jr.後】

生
Whales come to Okinawa in winter from 

徒
December to April. They raise thei.i-babies there. 

A 
Whales are 13m 臨 g30000kg. Whales eat 

plankton and small fish. They eat 4000kg eve1y 
day. 旦追theydon't eat so much in叫nter.
【発表の際工夫した点］

絵を実際に見せながら説明する。ジェスチャーもし
て伝わりやすくする。大きな声でしゃべる。

【事前】
Okinawa whales beautifor. 

生
Whales live Zamami ocean. 
Whales sometimes jump. 

徒
【事後】

B 
且 Whales live Zamami Okinawa. They 
usually eat plankton and small fish. 込!i,_whales
don't eat m winter. Whales sometimes jump 

beau山道Jy.Thank vou. 
［発表の際工夫した点】
声をはっきりし、文の構成を考える。絵を使いジェ
スチャーなどをする。つなげる文が少なかったので
反省。

【事前】
Whales is ve1y big. It lives in osyean. 
【事後】

生 Whales ai・e 13m about long. They axe 3000kg.They 
徒 eat small fish and plankton. Whales eat 3000 kg. 
C They come Okinawa. Thev are inter℃ sting. 

［発表の際工夫した点］
クジラの特徴などはジェスチャーを用いて発表し
た。間いてる人にできるだけ問いかけをした。

クジラについて説明できることは、事前活動ではbig

などのイメージを書いている生徒がほとんどであった

が、事後活動は具体的なことを表現できるようになっ

ており、文の数も増えている。また事後活動では、挨拶

や文をつなぐ接続語を使用する生徒もいた。

② 授業デザインの振り返り

発表の様子を硯察するとどのグループも聞き手を意

識して、わかりやすい発表を心がけている様子が見ら

れ 80%の生徒が「発表で工夫することができた」、

20%が「少しは工夫することができた」と回答してい

た。クジラの大きさを伝える工夫については、クジラ

の絵を描くことを想定していたが、体長や重さを他の

ものと比較する絵を描いている生徒も予想以上にいた。

ほとんどのジグソーグループで、伝える情報を取捨選

択し、伝える順序など考えて文章を構成することがで

きていた。エキスパートで与えられた情報だけでなく 、

あいさつを入れたり接続詞を用いて文をつないでいる

グループもあった。

グループでの話し合いや他のグループの発表で自ら

気づいたことは、ジグソー課題後のスキット発表の際

にも、わかりやすく伝える工夫としてすべてのグルー

プで実践されていた。

③ 実践を踏まえた授業の改善点

匝藝国
ALTに冬の海の魅力を伝えるという課題設定であっ

た。生徒は工夫をして英語で表現していたが、生徒自

身が本当の魅力を感じ、伝えたいという気持ちをもっ

と持たせる課題を模索していきたい。生徒が伝えた＜

なるような内容を準備したり 、生徒自身から課題を引

き出すことにも取り組んでみたい。

1英語運用能力I

わかりやすく伝えることは発表する際に英文を問違
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えずに言うことだと考え、作成した英文を党えること

に力を入れている生徒がいた。準備した絵や図などを

使って、即興的に英語で話そうとする力を育てるよう

に帯活動などで英語でのやりとりを継続したい。そし

て、学年が上がったときに既有知識を活用し英語で表

現できるように指苺を籾み重ねていく。

また、英語で説明を作成ずる際、お互いにアドバイ

スすることができていたグループもあったが、より正

確さを祁めることができればと思う。特に、代名詞の

使用があまりされていなかった。生徒同士の対話によ

って気づきを引き起こす足場かけについても引き続き

模索したい。

Iパフォーマンステスト1

スキット発表はパフォーマンス課題と位骰づけ、生

徒がどのような力がついたかを示すルーブリックを用

いたパフォーマンス評価を行った。この授業では評価

は自己評価と教員の評価であったが、他のプロ グラム

では自己評価に加え 2人のクラスメートからも評価を

もらえる活動を行った。パフォーマンステストの前に

生徒相互に学びあえる機会をこれからも多く設け、パ

フォーマンスの質がさらに上げる工夫をしていきたい。

2 2学年実践事例

本単元では、環境問題や貧困問題といった世界規模

の問題を自分ごととして捉え、自分の生き方を考える

ように促すことをねらいとしている。最終的には、英

文構成を意識し、自分の考えを論理的でまとまりのあ

る文で表現する授業実践を試みた。

(1) 主題 Pro印:am7 

IfYou Wish to See a Change? 

(SUNSHINE ENGLISH COURSE 2 開隆堂）

(2) 目標

知識構成型ジグソー法を通して、対話的な学びの中

から、自分にできる行動（将来の生き方）への考えを深

め、まとまりのある文で具体的に表現することができ

る。

(3) 本実践の目的

本単元で育成したい夜質・能力「自分の考えを、まと

まりのある文で表現する力」の育成を目指す。知識構

成型ジグソー法を通して、対話的な学びの中から自分

にできる行動への考えを深め、まとまりのある文で具

体的に表現できることを目標とし、単元計両を寸てた

（表4)。

表4 単元計画

屯元を貫くゴールBigQuestion 

「私が果たす匹任とは?ROR: Recognition of Responsibility」

学習内容及び思考を誘う問いかけ Can-Do

第 1時 イントロダクション～スヒー゚チ映像～

第 2時～
文法事項の迫入及ぴ活用

第4時

第 5時～ ジグソーリーディング～内容理解～

第 7時 事前活動 ：1st山aft&エキスパート活動①

第8時 エキスパート②⇒ジグソー活動（話し合い）

（本時） ⇒クロス トーク①

第 8時～
クロストーク②＆事後活動 ：Final山・aft

第 9時

この後 ALTへのプレゼン

「キーワードを頼りにセヴァンさんのよう

なスピーチをしよう ！」

(4) 実践内容

① Big Question 

Big Question 「私が果たす且任とは?ROR: 

Recognition ofResponsibility」に対する解を、仲間と話

し合い、思考しながら考えていくために、知識構成型

ジグソー法による学習を 2時間配当した。

本時の最後に生徒が上記の課題に対して、話せるよ

うになってほしい期待する解は次の通りである。

期待する解：

I must change myself. 

Fii・st, I should think about r匂eye血 g.Beeause it 

makes om wonderful fu皿 e.For example, we ean sell 

used eh血 sandtables. Ifwe start to recycle, we can 

reduee garbage. We should stai1: proteeting the earth. 

Second, I should think about poor ch.il山en.Eve1-y 

clrild has to go to school. I must tlruU< of ch.il山enin 

A伍cawhen I buy some chocolate. I must le紅 nabout 

the problem. And, we have to act from now! 

その際、質の高いコミュニケーションのポイントは

次の通りである。

Aの要素：

①まとまりのある文で40words以上の杖で及現している。

②論理的な摺成である。

③自分の考えが入っている。

④クラスメイトが聴いても分かりやすい内容である。

*40words程度の文だで構成しているが、上記の婆素がflとんどない湯合はI¥

② エキスパート活動

ABCそれぞれの課題について、 3~4名の班で話し

合い、「何ができるか」というアイディアをそれぞれの
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視点で考え、英語で表現するという課題に取り組んだ。

エキスパート府料は以下の通りである。

くエキスパート A>

ガーナのカカオ／災園で働く子どもの英文を読む。「私は～

できる」という視点で簡単な英文を苫く。

くエキスバート B>

ドイツの3R活動の取り組みに関する英文を説む。「もし

自分が～すれば ．．． 」という視点で簡単な英文を苫く。

くエキスパー トC>

大きな変化に閲する英文を読む。「何をやめて」「何を始め

る」ぺきか、という視点で簡単な英文を占く。

エキスパート狡料の作成においては、期待する解の

Aの要素に気づくように工夫した。

③ ジグソー活動

ジグソー活動では、エキスパート活動のグループと

は違うメンバーで、グループを構成する。エキスパー

ト活動の考えを統合して、論理的でまとまりのある英

文構成になるように、話し合いを進めていく。その際、

気持ちを表現するために、助動詞 (can,should, must 

など）を意識して表現手段に取り入れることを期待し

た。

④ クロストーク

クロス トークでは、グループで話し合った「私たち

が果たす責任」についての英文と工夫点を発表し、ク

ラス全体で交流を行った。各班が考えた BigQuestion 

への解を全体で交流することで、課題についての理解

を深めた。

クロストーク後には、もう一度、各個人の 「私が果た

す貨任」を見直して、自力で再構成する活動を取り入

れた。

(5) 実践の考察

① 授業前後の変容（ワークシートから）

生徒の事前のスピーチ原稿と、ジグソー活動後の原

稿を、ワークシートの記述をもとに比較する。以下は、

3名の生徒の変容である（表 5)。

表5 スピーチ原稿 （授業前後）

生
授業前後の生徒の記述源文ママ）

徒

【事前】

生
I must change my lifestyle. I have two ideas. Fi.J.・st, 

I must stop taking a shower for a long time. If! use 

徒 less water eve1yday, I can continue using valuable 

A resources in the future. Second, I should buy only 

necessaiy t血 gs.

【事後］

I must change myself. I have two ideas. 

F江st,I should buy a little e平.pensivechocolate that 

the adults made. Because poor chil由enin Gahna 
work at cacao fru・m all day for us. It is not good for 

them. Second, I have to tiy to reuse紅ash.It'll 

lead to less ti・ash. Reducing tJ.・ash is helpful for 

en四・onment. These ideas are not difficult for me 

to do. I think that I'll have done these things, the 

world "will becomes better place than now. 

【エ夫した点］

理由を付け加えて、分かりやすく工夫した。「これ本

当にできるの？」というアイディアではなく、旦公

に本当にできることを苫きました。Easy& Simple 
な行動が大事。

【事前】

I must change myself. I have tlu-ee ideas. I must 

stop buying many things. If I stop buying many 

ti血 gs,world people will become change lifestyle. I 

send a lot of money. 

【事後】

I must change myself. I have t¥vo ideas. 

F江st,I must stop buying too many things. IfI stop 

生 buyingtoo many things, the world's people will 

徒 Ichange theu・lifestyle. 
Second, we can send a lot of money to poor 

B I chil山en.If we send a lot of money to poor chil如 n,

生

they will have happy lifestyle. 

◎ We have to change the world. 

◎ We should help poor chilch・en. 

◎ We must change om lifestyles. 

【エ夫した点］

「Fit-st」「Second」などを利用して、文章で人々に

伝える工夫ができた。分かりやすく、まとめて忠＜

工夫もできた。

［事前】

I must change myself. 

【11;:後】

I must change myself. I can use eco-bag eve1y day. 

徒 AndI should start saving my house using LED 

C lights. I must stop watching TV for a long time. I 

have to stop wasting food. 

【工夫した点】

今から自分ができることをi!tいた。

事前活動では、 「募金する」や 「ご飯を残さないjな

ど、一般的な意見が多く見られ、自分の生活を少しで

も工夫して変えるという視点をもった生徒が少なかっ

た。また、文章構成や表現に関しての課題も多くの生

徒に見られた。授業後には、評価B、Cの生徒も含め、

全員が「何ができるのか」を、自分ごととして捉え、

「自分に本当にできること」を工夫した点で挙げてい

る。さらに、「理由を加えて、分かりやすく」や「First,

Secondを利用して」などを工夫点に挙げ、論理的でま

とまりのある文を意識している。本授業のねらいでも
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ある「自分の考えを、まとまりのある文で表現するカ

の育成」という視点では成果として捉えたい。

以下は、後H実施したパフォーマンステスト後の生

徒の感想である。

・キーワードを頼りに党えて話したので、アイコンタクト

やジェスチャーまで考えを持って行くこ とができたの

で、より伝えられたと思う。

・スピーチはシナリオがあるから、スラスラ言えたけど、

質問の受け答えはその場で考えて文にしないといけな

いので、さらに頑張ろうと思った。

・ただスヒーチするのではなく、しつかりと考えが伝わる

ように声の強弱やアイコンタクトを意識することを工

夫しました。

• 自分が伝えたいことがちゃんと伝わるような文構成を

意識した。しつかりと理由や根拠が言えたので良かっ

た。

② 授業デザインの振り返り

事前活動で、 1回目に原稿を害いた時のアンケート

（選択肢 ABC)では、「構成を考えて具体的でまとま

りのある内容が茜けていると思う」と 30%の生徒が回

答、「相手が理解できる内容や表現で書けていると思う」

と55%の生徒が回答していた。語梨数も 30words程

度であった。本単元で育成したい資質・能力として 「自

分の考えを、まとまりのある文で表現する）J」として

いる。そこで今回、各エキスパートで世界規模の問題

を自分ごととして捉えるように課題を設定した。さら

に、「相手（間き手）を意識した」というポイントから、

伝えたい「息いJ、自分の気持ちを論理的でまとまりの

ある英文で表現するには、既習事項の助動詞を意識し

て使うという視点を生徒同士の学びの中に取り入れた

いと考えて、課題の設定を工夫した。

事後活動で、再度自力で原稿を再樅成した際のアン

ケートでは、 「構成を考えて具体的でまとまりのある内

容が書けていると思う」と 85%の生徒が回答、「相手

が理解できる内容や表現で井けていると思う」と 85%

の生徒が回答している。語梨数も 50words~70words

程度に増え、「自分の考えをまとまりのある英文で表現

する」ことに関しては、 一定の成果があったと考える。

さらに事後活動で行ったパフォーマンステストにおい

ては、キーワードを頼りに、自分の思いや考えを「伝え

ること」を意識したスヒ°ーチを心がけていた。さらに、

スピーチの後の質問に対しても自分の考えを伝えるこ

とができていた。事前に提示した評価の観点(;レープ

リック）の効果もあり、 46%が満点、 96%の生徒がA

評価 (8割達成）であった。50words程度のまとまり

のある英文をスピーチパフォーマンスする活動は、初

めてだったが、生徒の感想には達成感や自信につなが

ったコメントが多数あった。「英語を話す」だけでなく 、

英語で 「何を伝えるか」という質の高いコミュニケー

ションを意識した学習活動を今後も取り組んでいきた

vヽ。

③ 実践を踏まえた授業の改善点

1対話のエ封

生徒同士の英語によるやりとりの場而を、授業の中

でどう設けることができるのか、が課題としてあげら

れる。帯新動として即陳で行うペアでの Q&Aを定期

的に行っており 、身近な話題（自分のことや日常のこ

と）に関しては、スムーズに対話ができるようになっ

てきた。しかし、 トヒ ッ゚クが自分から離れた少し難し

い話題になると、英語でのやりとりが難しく 、日本語

に頼りがちになっている現状がある。そこで、「深い学

び」に至るための 「対話」の工夫が、教師の適切な足場

かけとして大事なポイントとなるはずである。生徒の

「思考」を見取り、適切な 「発問」を活動の間に入れて

いくことで、さらに 「深い思考」へと繋がると考える。

教師による足場がけをきっかけに、生徒同士の英語に

よるやりとりが前進する。教師による適切な発問と生

徒同士の対話の繰り返しが、両輪となって、英語によ

る充実したやりとりの楊面がさらに充実していくと考

える。それができてこそ、「主体的・対話的で深い学び」

が実現できる。

Iパフォーマンス課閲

1単位時間を超えて深く考えた成果物をアウトプッ

トしていくような課超設定が大切だと考える。パフォ

ーマンス課題は、全ての生徒が自分のできる最大の英

語力を駆使してアウトプット活動を「主体的」に行う

ものである。そのためには、思考力の育成が不可欠と

なる。パフォーマンス課頌に取り組む過程ではぐくん

だ思考力は、英語科が目指す「質の研いコミュニケー

ション能力の育成」に繋がるだろう。その際、教室空間

においては、「間違いを楽しむ」 「間違っても大丈夫」と

いう支持的風土を大切にしていきたい。さらに、でき

た成果物を評価するだけではなく、学びの過程に視点

をおいた評価の工夫を考えていきたい。
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3 3学年実践事例

本単元ではPro印噌am7の発展学習として、 英文内容

やそこに含まれるメッセージ等を読み取り、 仲間と意

見を交流しながら自分の考えを英語でまとめていく授

業実践を試みた。

(1) 主題 Pro印:am7 

What Is the Most Imp01該 ntThing to You? 

(SUNSHINE ENGLISH COURSE 3 開隆営）

(2) 目標

• まとまりのある英文を読解することができる。

• まとまりのある英文を読んで、感じたことや考え

たこと をまとまりのある英文にすることができる。

•関係代名詞（主格）の表現を正しく身につけ、 運

用することができる。

(3) 本実践の目的

これまで国際協力については、3船を含めたリ サイ

クルや募金、環境問題などが題材として取り上げられ、

身近な問題としてどう取り組めるのかを考えてきた。

本単元においては、「子どもの視点」から国際協力を考

えることを切り口とし、ジグソー法による学習を単元

末に取り入れることで、より深く 国際協力の必要性を

実感させたいと考えた。

そこで、教科布の題材を 6時間で進め、 その中で学

習した背漿知識と言語材料をもとにジグソー法による

発展学習を 3時問設定した。そこでは 「お絵かきイベ

ン ト」の実際の例として、カンボジア ・シエラレオネ ・

日本（岩手）を 「宇宙船地球号」のホームページから拾

い、それをエキスパー トの汽料として使用した。同じ

子どもとしての「大切なもの」やその子どもたちを取

り巻く環境について仲間と読みとり 、そこから感じと

ったことや自分にできる国際協力についての意見を交

流し、最終的には、普段の授業で行っている OREO

w11.tingの形式で、「自分ができる国際協力」について

4文以上のまとまり の英文が礼田けることを目標とし、

単元計画を立てた（表 6)。

表6 単元計画

単元を貫くゴールBigQuestion 
「Whatand how can we act to make the world a better 

place?」

I 学習内容及ぴ思考を誘う問いかけ Can-Do

第 1時 I事前アンケート：「自分ができそうな／やって

～ みたい国際貢献とは？」

6時 教科ii:の本文内容、文法事項の学習

第 7時 エキスパート活動

（前時） 「あなたにできる国際貢献とは？①」

第 8時 ジグソー活動～クロストーク

（本時） 「あなたにできる国際協力とは？②」

第 9時 事後活動 ：クロストーク続き及び英文作成

（次時） 「Whatis the meaningft.tl international 
cooperation?」

この後 （中学校卒業までに）社会問題への基盤形成

(4) 実践内容

① Big Question 

Big Question「Whatand how can we act to make 

the world a better place?」に対する解を、仲間と話し

合い、思考しながら、考えていくために、知識描成型ジ

グソー法による学習を 3時間配当した。

本時の最後に生徒が上記の課題に対して、話せるよ

うになって欲しい期待する解ば次の通り である。

期待する解 ：

.{Q}We should pay more attention to things in the world. 
鉛 Becausewe can le紅 nsome differences in the world 

血 oughMi・. Yamamoto's project. 
OOI want to donate money to send textbooks to the people 

who can't go to school. I also 
want to send letters to the people in Iwate and make friends 

with them . 
.{Q}I will check the Internet to畑 owabout the needs for each 

counti-y. 

② エキスパート活動

ジグソー法による学習を 3時間配当し、 1時間を工

キスパート活動にあてた。課題を解決するための姿料

として、Aから Cの3つの視点を用意した。それぞれ

の狡料には、惜報元である山本敏睛氏のこ とばが含ま

れている。エキスパート資料は以下の通り である。

くエキスパート A〉

・カンボジアの子どもたち4人が語る最も大切なもの／こ

と （自然 ・自分の家 ・ゴミ ・学校）と本人が描いた絵

・自然破壊や物資に乏しい人々の現状についての山本氏の

ことば

くエキスパー トB>
・シエラレオネの子どもたち4人が語る最も大切なもの／

こと（平和な世の中 ・農業従事者 ・自然探境 ・医者等） と

本人が描いた絵

・内戦による被害や自然破壊等、生活に困っている人々の現

状についての山本氏のことば

くエキスパート C〉

・日本（岩手）の子どもたち4人が語る最も大切なもの／も

と（あきらめない心 • 前向きな考え ・学校の友人 ・自然環

税の保全）と本人が描いた絵

• 東北大窟災によって失われた家族や友人、家、 自然環境等
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についての山本氏のことば

生徒は男女混合3~4名のエキスパートグループに

分かれ、仲間と協力して資料を読みとり、最後にそれ

ぞれの国の人々のためにできる国際協力について英文

を書く。教師は活動の進め方の指示と英文を沖く際の

手助けを行った。

③ ジグソー活動

本単元では、賓料の課題の質と品をふまえ、エキス

パート活動（発展学習①）とそれ以降の活動 （発展学習

②)を分けて行うこととした。ジグソー活動では、生徒

はエキスパー l、ABCの各メンバーが含まれた男女3

人グループを編成し、情報の共有と感想や意見の交流、

課題に対する各自のまとめを行った。エキスパート活

動を踏まえて、ジグソー活動における課頌「What

meanin帥tlinternational cooperation can you do?」

に対する答えを、理由も含めて、 OREOを使って4文

以上の英文を記述させることとした。教師は、エキス

パート活動の際と同様に進め方の指示や注意市項、英

語でまとめる際の手助け等を行った。

④ クロストーク

クロストークでは、各自がおいた課題に対する考え

を英語で発表し、クラス全体で意見の交流を行った。

それぞれの生徒が発表した後には、 ALTがその内容に

関する質問を英語で行った。更に、他の生徒の意見を

問いて自分の意見が変わったり、付け加えたりしたい

場合には、色ペンなどを使って明記するように指示を

与え、主体的な意見交流ができるように促した。クロ

ストーク後には、「あなたができる国際協力」について

のアイデアを、 SNSで山本敏睛さんに送ることを目的

にして、理由を蔀えて英語で記述させた。

(5) 実践の考察

① 授業前後の変容 （ワークシートから）

生徒の事前のアンケートに性かれた記述内容と、ジ

グソー活動後の記述内容を、ワークシートをもとに比

較する。以下は、 3名の生徒の変容である。

表7 記述内容の比較 （授業前後）

生
授業前後の生徒の記述源文ママ）

徒

【事前］

生 I want to help who were suffe1-ing from illness. 

徒 Because I become kangoshi m the釦ture. Many 

A people help. 

［事後】

I should send letter ¥vith fow1d raising. Because 
there are many poor chil山enand many people 
who the hurt is broken in the world. For 
example, tliere ru・e not enough schools, teachers 
and textbooks in Cambodia. So we thiiik tell this 
situation to people and tell them to cooperation. 
This action is the fu-st step to improve the 
situation. But I t血ikunderstanding is more 
important than act. 
【学習後の変化について］

私はただ単に最初は国際協力といえば募金じゃな
い？という考えでしたが、様々な国の状況を知るこ
とで具体的に考えることができました。そういった
行動ではなく理解することが改普の第一歩だと思い
ます。

［事前】
I want to go to A伍ca. Because, Aft-ica has a lot of 
poor people. I want to help them. For example, 
I shottld volunteer work and give food. 
【事後］

These days, many countries have serious 
problems. So. I think we shottld learn about that 
counti-ies. To le紅 nthat, we can be interested in 

生 thatcounti-ies and act for them. If they st直er
, from hunger and illness, I can send food and 
（走
B medicine to them. If they are sad because they 

lost theu・friend by w紅 ornatmal disaste1; I can 
send letter for them. To sum it up, we can save 
them to act. 
［学習後の変化について】

私は、 「国際協力」といえば、発展途上国の人たちゃ
地球温暖化の影堀を受けている国の人たちを助ける
ことだと息っていたけど、学んでみて、岩手の人た
ちなど私たちの身近にいると知り、私たちが行動す
ることで1人でも救われるのだと強く思いました。

【事前］
I can fund raising to all over the world. 
［事後］

I going to learn developing count1y. Because, we 
can help chil山enin developing coun切. There 

生紅enot enough school, teachers and textbooks in 
徒 developingcountiy. I can donate money at sto1℃ s. 

So, the money we can built schools, And we can 
C 

give them textbooks. So I tllink learn developing 
countly. 
【学習後の変化について］

最初は、株金をすることだけでいいと考えていたけ
ど、募金をしてそのお金で何をしてあげるかまで考
えることが国際協力なのかなと思った。

·•Ji: 前アンケートの時点では、生徒の市後の自己評価

の中の「学習後の変化について」の記述の中にも兄ら

れるように、今回の課姐であった 「国際協力」にIM:Jする

考え方の変化を大きくみとることができた。生徒がこ

れまでの単元において考えてきた既有の知識などを活

用しながら、「国際協力Jという大きなテーマに対して、

自分事として捉え、いまの自分たちに出来ることを英

語で表現することができていた。
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質の商いコミュニケーション能力に関しては、 相手

意識をもった英語表現をするために、OREOwriting 

の形式に当てはめながら、論理的で分かりやすい、ま

とまりのある英文を書くことができていた。

② 授業デザインの振り返り

今単元では、教科害での学習内容を踏まえた発展学

習として、単元末にジグソー学習を取り入れることで、

より深く「国際協力」の必要性を感じさせたいと考え

た。深く考えるための単元構想という視点では、教科

忠本文の内容の読み取りの時点から、一人一人が精読

を行い、 山本敏睛さんが「お絵かきイベント」を通して

何をしたかったかについて考えさせた。そこで読み取

ったことを踏まえ、毎時問BigQuestionである「あな

たができる国際協力」についての考えを深めさせた。

「伝えたい内容」を英語で表すことの難しさが事前

の想定では考えられたので、教科書本文の中に出てく

るキーワード、キーセンテンスなどにも触れながら、

ジグソー活動における、エキスパート臼料やジグソー

活動のワークシートも作成することを心掛けた。その

結果、生徒たちは、教科芯で学習した言語材料やキー

ワードなどを、自分の伝えたいことに合わせて使用す

る様子が見られた。

生徒の授業後の感想の中には、授業前の浅かった考

えが、ジグソー学習、そして OREOw1-itingを通して、

具体的に考えることにつながったという記述が多く見

られた。 単元のねらいの 1つである、「国際協力の必要

性」への理解の深まりを示す記述であると捉えたい。

③ 実践を踏まえた授業の改善点

1知識構成型ジグソー法→パフォーマンステスト1

前述したように、教科密内容の発展的な扱いとして、

ジグソー学習を屯元末に設定した。山本敏睛さんの考

えをさらに詳しく捉えなおし、自分の考え ・行動を具

体化させることができた点で良かったと考える。しか

し、エキスパー ト賓料における英文の読みとりに時,m
がかかっているグループがあり、十分に考えが深まら

ないまま、ジグソー活動に移っていたグループも見ら

れた。またジグソー活動においても、自分以外のエキ

スパー ト壺料の内容に触れずに、 自分の考えを記述し

ている生徒も見られた。生徒が自然に与えられた 3つ

の臼料を活用しながら、考えを深めることができるよ

うな工夫がさらに必要である。

課題に対する最終的な考えを、 OREOwritingの形

式に当てはめてむくことは、継続的な取組みで多くの

生徒ができるようになってきている。今後は、ジグソ

一法を通して深めたテーマについての考えを活かして、

誰かに、意固をもって伝える課頌を含んだパフォーマ

ンステストの実施及び、思考のプロセスに培目しなが

ら、生徒の思考の表現が解釈できるようなループリッ

クの開発にも和極的に取り組んでいきたい。

VI 成果と課題

1 成果

今年度の研究は、前年度の課題を踏まえて、深く考

えるための単元構想を含めた、アクティプ ・ラーニン

グの視点での授業改善を図り、本校英語科の考える、

質の裔いコミュニケーション能力の育成を目指した授

業実践を行った。

深く考えさせるための単元構想においては、目的を

明確にした対話活動を取り入れる中で、「情報獲得を促

す対話」を普段の授業で行い、「考えを広げ深める対話」

についてはジグソー学習を取り入れた授業づくりを行

った。

その結果、それぞれの学年において、「単元を貰いた

ゴールBigQuestion」に向かって、単元全体を通して

インプットを稽み上げ、単元末で行ったジグソー学習

で得たことなどを生かして、パフォーマンステス トに

おけるアウトプットにつなげることができた。

今後も、生徒が習得した概念（知識）や考え方を実際

に活用しながら、内容のつながりを意識して、自分の

考えや気持ちを、場面や状況にふさわしい表現を用い

て伝えることができる生徒の育成を目指して、研究を

進めていきたい。

2 課題

1・ 2年次の研究では、生徒が深く考えるためのア

クティプ・ラーニングの実践において、「目的を明確に

した対話活動」を促す中で、本校英語科の目指す生徒

像につながるような、’質の商いコミュニケーション能

カの育成を図った。

対話活動を取り入れていく中で、生徒同士の英語に

よるやりとりの楊而設定が課題として挙がった。生徒

による「思考」をみとり、教師による適切な 「発問」を

活動の中に入れていくことで、さらに対話を充実させ、
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その中で、生徒同七による気づきを引き出していくエ

夫が必要である。

今後は、深く考えた結果外化された成果物を評価す

るだけではなく、恩考過程に視点をおいた評価を考え

ていきたい。内容だけでなく思考過程にも重きを附い

て解釈することで、炎語科のパフォーマンス評価でも、

屯語や文法市項の正確さのチェックだけでなく、それ

らに少し諜りがあっても、自分の木当に伝えたいこと

を伝えようとしているか、というプロセスに重きをお

いた評価も可能になる。

また、パフォーマンステストの際に提示するIレーブ

リックにおいて、本校英語科のFl指している「質の裔

いコミュニケーション能力」（楊而や相手との1具l係を理

解して適切に表現できる力を身に付け、他者とのより

良い1妍l係を築いていく）J) (5)とはどういうもので、それ

を確認できるような評価基準の作成についてさらなる

研究をしていきたい。
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